
今
年
を
振
り
か
っ
て 

 

今
年
一
年
、
拳
士
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
年
少
拳

士
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
大
変
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。 

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

１
月
１５
日
の
新
春
法
会
か
ら
始
ま
り
、
塩
竈

壱
番
館
で
の
第
１３
回
合
同
発
表
会
・
始
め
て
参

加
し
た
杜
都
道
院
と
し
て
の
仙
台
市
大
会
と
宮

城
県
大
会
・
今
年
初
め
て
の
試
み
と
し
て
夏
季
道

場
合
宿
・
昨
年
か
ら
開
催
し
て
い
る
宮
城
県
中
教

区
主
催
で
の
達
磨
祭
と
充
実
し
た
一
年
で
し
た
。 

仙
台
杜
都
道
院
は
、
今
年
春
よ
り
運
営
許
可

が
お
り
道
院
と
し
て
の
活
動
が
始
ま
り
、
全
て
が

始
め
て
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
順
調
が
ス
タ

ー
ト
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
年
も
実
り
あ
る

一
年
で
し
た
。 

鎌
田
道
院
長
も
道
院
長
歴
２０
年
と
な
り
、
来

年
１
月
１３
日
に
表
彰
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。
昨
年
ま
で
道
院
長
を
務
め
て
い
た
七
ヶ

浜
道
院
も
設
立
２０
年
と
な
る
こ
と
か
ら
、
来
年

の
２
月
２５
日
（
日
）
正
午
よ
り
祝
賀
会
を
開
催
致

し
ま
す
の
で
拳
士
の
皆
さ
ん
、
保
護
者
の
皆
さ
ん

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

来
年
は
、
今
ま
で
に
な
い
忙
し
い
歳
に
な
り
そ

う
で
す
が
、
ま
た
新
た
な
気
持
ち
で
道
院
運
営
を

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

皆
さ
ん
、
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
良
い
歳
を
お
迎
え

下
さ
い
。 

新
春
法
会
で
元
気
で
お
会
い
し
ま
し
ょ

う
。 

 
２
０
０
７
年
度 

新
春
法
会  

塩
竈
道
院
と
仙
台
杜
都
道
院
の
新
春
法
会
を
１

月
８
日
（
月
）
成
人
の
日 

午
前
９
時
半
よ
り
塩
竈

道
院
の
専
有
道
場
で
開
催
し
ま
す
。 

こ
の
鏡
開

式
に
は
、
当
道
院
の
関
係
者
の
他
に
七
ヶ
浜
道
院

と
塩
釜
高
校
の
少
林
寺
拳
法
部
の
皆
さ
ん
も
参

加
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

当
日
の
予
定
は
以
下
の
通
り
で
す
。 

・午
前
九
時
半 

新
春
法
会 

開
式 

・午
前
十
時
十
五
分 

餅
つ
き 

開
始 

・午
前
十
一
時 

鏡
開
（新
年
会
） 

開
会 

・午
前
十
二
時
半 

解
散 

女
性
の
一
般
拳
士
の
み
な
さ
ん
、
年
少
拳
士
の

お
母
さ
ん
で
お
手
伝
い
を
い
た
だ
け
る
方
は
、
台

所
関
係
の
協
力
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。  

ま
た
、
鏡
開
式
開
始
ま
で
に
は
、
二
臼
程
度
は
つ

き
上
げ
て
お
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
男

性
拳
士
の
皆
さ
ん
も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

こ
の
新
春
法
会
は
、
新
年
度
の
活
動
方
針
を
共

通
認
識
す
る
重
要
な
行
事
で
す
。 

鏡
開
き
で
は

新
年
を
共
に
祝
い
楽
し
い
一
時
を
過
ご
し
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
多
数
の
参
加
を
お
願
い
致
し
ま

す
。 

 畑
中
み
ゆ
き
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
講
演
会 

 

１２
月
９
日
（
土
）
塩
竈
市
公
民
館
で
「
塩
竈
市

武
道
連
盟
主
催
の
「チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
講
演
会
」
が
開
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催
さ
れ
ま
し
た
。
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
で
塩

竈
出
身
の
「
畑
中
み
ゆ
き
」
さ
ん
に
よ
り
『
挑
戦
』

と
題
し
て
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

講
師
の
畑
中
み
ゆ
き
さ
ん
は
、
鎌
田
道
院
長
の

息
子
さ
ん
と
同
級
生
で
塩
竈
第
二
小
学
校
出
身

で
す
。
丁
度
、
鎌
田
道
院
長
が
父
母
教
師
会
の
会

長
を
し
て
い
た
と
き
の
卒
業
生
で
す
。
二
十
歳
の

時
に
モ
ー
グ
ル
を
や
っ
て
い
る
人
を
見
て
、
［
か
っ
こ

い
い
］ [

私
も
や
り
た
い]

と
思
い
、
イ
タ
リ
ア
に
渡

っ
た
、
凄
く
行
動
力
の
あ
る
人
で
す
。 

講
演
で
は

夢
を
も
つ
こ
と
が
大
事
で
、
夢
は
叶
え
る
も
の
・
夢

を
絶
対
に
諦
め
な
い
こ
と
だ
と
話
し
て
い
た
。 

講
演
の
後
に
会
場
を
写
し
、
武
道
連
盟
の
役
員

と
懇
親
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
他
の
武
道
団
体
と

の
交
流
も
図
れ
、
有
意
義
な
一
日
で
し
た
。 

 歓
迎
会
・昇
段
祝
を
兼
ね
忘
年
会
開
催 

 

１２
月
１７
日
（
日
）
９
時
か
ら
、
青
葉
体
育
館
に

て
開
催
さ
れ
た
昇
段
試
験
で
塩
竈
道
院
の
久
保

司
拳
士
・
木
村
彩
香
拳
士
と
仙
台
杜
都
道
院
の

柴
田
清
利
拳
士
・
木
村
元
拳
士
・
佐
藤
史
子
拳
士

が
見
事
初
段
に
合
格
。
受
験
者
全
員
が
優
秀
な

成
績
で
の
合
格
で
し
た 

今
後
は
、
ご
指
導
い
た
だ
い
た
助
教
の
皆
さ
ん
へ

の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
道
院
運
営
に
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。 

昇
段
試
験
後
、
塩
竈
に
お
い
て
忘
年
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
新
入
門
者
の
歓
迎
会
と
昇
段
祝
い

を
兼
ね
て
の
開
催
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
出
席
率

の
低
い
忘
年
会
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
人
数
は

少
な
い
も
の
の
楽
し
さ
と
雰
囲
気
は
倍
以
上
で
し

た
。 

 昇
段
・昇
級
コ
ー
ナ
ー 

 

昇
段
関
係 

１２
月
８
日 

【
塩
竈
道
院
】 

久
保
司
（
准
拳
士
初
段
）
、
木
村

彩
香
（初
段
） 

【
仙
台
杜
都
道
院
】 

柴
田
清
利
・
木
村
元
・
佐
藤

史
子
（准
拳
士
初
段
） 

昇
級
関
係 

１１
月
１７
日 

【
塩
竈
道
院
】 

久
保
凌
（
五
級
）
、
大
和
田
珠
門
・

池
澤
寿
宜
（八
級
） 

【
仙
台
杜
都
道
院
】 

加
藤
知
枝
（
三
級
）
、
逸
見

昌
弘
（
四
級
）
、
菅
田
康
平
（
五

級
） 

１２
月
１５
日 

【
塩
竈
道
院
】 

池
澤
文
男
（
三
級
）
、
柳
沢
潤
一

（三
級
）、
北
条
寛
久
（四
級
） 

【
仙
台
杜
都
道
院
】 

菊
地
千
恵
（
一
級
）
、
丹
野

美
恵
子
・菅
田
祥
子
（二
級
） 

＜今後の主な予定＞ 

◎ 新春法会＆鏡開き １月８日（月） 午前９時半～１２時半 塩竈道院専有道場 

◎ 宮城武専 １月２１日（日） 午前９時～４時半 青葉体育館 

◎ 塩竈教区主催昇級試験 １月１９日（金） 午後６時５０分より 多賀城中学校武道館 


